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繊維  



 

 

昨今の SDGs 意識の高まりにより、環境

に優しい製品作りが求められています。絹

糸は天然素材で生分解性があり、環境負荷

が少ない釣り糸としての活用が期待されて

います。しかしながら、釣り糸としては伸

びが大きいという課題がありました。 

 

 

上記の課題を解決するために、生糸に対

して膨潤効果の高い尿素を用いた加工条件

の検討を行いました。また、尿素加工後の

生糸に対して延伸加工を行い、膨潤と強伸

度の関係性を調べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 尿素加工（濃度 10％）、延伸加工（倍率

16％）の条件下で、強度の低下を起こさず

に伸度を抑えることができました。これに

より、尿素加工と延伸加工を組み合わせる

ことで、生糸を釣り糸として使用できる可

能性があることが分かりました。（表 1） 

 今後は延伸加工時の延伸倍率や処理温度

と強伸度の関係性、耐久性、耐水性、湿潤

時の強伸度等を調べ、釣り糸として使える

か検証します。また生分解性について検証

し、環境に配慮した釣り糸を目指します。 
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